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 事業概要 

 本事業に取組む課題と目的 

【課題と背景】 

・少子化に伴う地域人材育成が難しい。 

・地元中学生が都市部へ流出している。 

・地域における高等学校としての魅力が浸透していない。 

【目的】 

・中山間地域の小規模校における魅力を最大化させる。 

・中山間地域における教科教育力を向上させる。 

・多様な学力層の生徒に対する進路実現に対応する。 

・生徒の興味関心に応じた科目を開設する。 

・地域と学校が地域課題等に一体的に取り組む連携・協働体制を構築する。 

本県における中学校卒業者数は、平成元年をピークに約半数となり、近年は現状維持を続けていたものの、令

和５年度以降は減少傾向における更なる加速が予想されており、将来を担う地域人材の育成は喫緊の課題である。

特に、人口減少が進む中山間地域の高等学校においては、地域唯一の高等学校に求められる役割として、生徒の

多様な進路希望に応じた教育･支援を行うとともに、地域創生の核として、地域と学校が地域課題等に一体的に

取り組む連携・協働体制の構築が求められている。 

しかし、本県における中山間地域小規模校の現状として、地元中学生が大学進学等の進路実現のため都市部の

大規模校へ親元を離れて進学したり、地域と学校との連携が深まらず、地域における高等学校としての魅力が浸

透していない現状が見られている。そこで、本県中山間地域の小規模校における魅力を最大化させることを目的

として、本事業に取り組む必要がある。 

まず、中山間地域の小規模校における教科教育力を高めるとともに、多様な教科・科目の開設によって、生徒

の興味関心に応じた進路実現に対応することをねらいとし、「教科・科目充実型」の遠隔授業などＩＣＴを活用し

た連携・協働の取組を推進する。そして、その実現に必要な学校間連携を行うための運営体制に関する取組を推

進する。 

また、地域唯一の高等学校であるからこそ、地域に理解され、愛される魅力的な高等学校となることをねらい

として、地域と学校が一体的に連携・協働しながら、地域課題を知り、積極的に課題解決に向けた学びを深めて

いくための市町村、高等教育機関、産業界等との協働によるコンソーシアムを構築し、学校外の教育資源を活用

した探究的な学びなどによる教育の高度化・多様化に関する取組を推進する。 

 

 本事業を通して明らかにしたい事項（調査研究テーマ） 

【調査研究テーマ】 

〇 遠隔授業に関すること「小規模校の教科教育力向上と多様な進路への対応」 

〇 コンソーシアムに関すること「中山間地域の小規模校における魅力の最大化」 

 

【本事業を通して明らかにしたい事項】 

① 遠隔授業を実施することで、専門性の高い教員の配置が難しい中山間地域の小規模校における多様な科目の

開設がどのくらい可能となるか。 

② 学校間連携による遠隔授業実施に向け、適正な教職員配置や校時程・教育課程統一などの体制構築が可能か。 

③ 遠隔授業を実施することで、習熟度別授業等を活用した個別最適な学びをどのように実現できるか。 

④ 学校と地域、学校間が連携・協働することで、中山間地域小規模高校の魅力化がどのように実現できるか。 
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本県の中山間地域における小規模高校においては、各高校ともこれまで地域に根ざした学習活動に取り組み、

地域人材育成を支える教育力によって進路実績を残してきたにもかかわらず、中学生（保護者）が都市部への進

学を選択する状況がみられる。 

そこで、本事業にて、市町村、高等教育機関、産業界等との協働によるコンソーシアムを構築し、学校外の教

育資源を活用した探究的な学びなどによる教育の高度化・多様化に関する取組を推進することで、地域唯一の高

校として地域に理解され、愛される魅力的な高校として地域内外から認知されることを明らかにしたい。 

 

 ロードマップ 

【１年目（令和３年度）】 

・機器の購入や校内ネットワークの調査など、遠隔授業に向けた環境を整備する。 

・遠隔授業を行う教科科目の設定、教職員の配置、校時程や教育課程の統一について検討する。 

・遠隔授業を試行的に実施する。 

・第 1回アンケートを実施する（生徒、職員）。  

 

【２年目（令和４年度）】 

・遠隔授業の本格実施における配信校と受信校の負担や課題について、聞き取りを行う。 

・受信側の教員の役割について、検証する。 

・指定３年目に向けて、それぞれのネットワーク校を拡大する。 

・遠隔による専門性の高い授業や習熟度授業の実施に向けた体制を整備する。 

・第 2回アンケートを実施する（生徒、職員）。 

 

【３年目（令和５年度）】 

・小規模校における遠隔授業の多様な科目（美術や情報等）の開設に向けた検証を行う。 

・習熟度授業の実施における個別最適な学びの効果を検証する。 

・教育課程外において遠隔システムを利用することで学校間連携による学びの推進ならびに実証を行う。 

・本県における指定終了後の遠隔システム利用に向けて、全庁的な協議を進める。 

・小規模校における多様な科目開設について検討する。 

・第３回アンケートを実施する（生徒、職員）。 

 

【４年目（令和６年度）以降】 

・遠隔システムを利用した学びの学校間連携や授業配信センターの設置に関する研究を継続して行う。 

・中山間地域の小規模校の魅力化に向けたコンソーシアム間連携の構築を行う。 

 

 遠隔授業の実施やその運営体制に関する取組 

 調査計画 

 

年 月 

実施内容 

中山間地域等に立地する高等学校における遠隔授業に 

関する取組 

備 考 

４年４月 ・ＣＯＲＥハイ構成校打合せ会（第１回・オンライン） 

・遠隔授業担当者会（年間を通して随時） 

・遠隔授業の参観（年間を通して随時） 
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５月 ・担当者会議への参加 

・ＣＯＲＥハイ構成校打合せ会（第２回・オンライン） 

 

６月 ・アンケート調査の実施 

・ＣＩＯによる現状の検証及び研修① 

 

７月 ・遠隔システムの操作研修 

・遠隔授業の指導法についての研修 

・運営指導委員会（第１回）の開催 

・教職員課との協議 

ネットワーク校の再整備に向 

けた学校訪問 

８月 ・「総合的な探究の時間」に係る遠隔システムを活用した

学びの交流実践と取組（合同授業型）の検証開始 

ネットワーク校の再整備に向 

けた学校訪問 

９月   

１０月 ・遠隔授業（教科・科目充実型）の適切な運営に係る教員

向け研修① 

・ＣＯＲＥハイ構成校打合せ会（第３回・オンライン） 

・教職員課との協議 

ネットワーク校の再整備に向 

けた学校訪問 

１１月 ・研究公開（会場：延岡高校） 

※授業者、管理職、高校教育課による検証 

・シンポジウムへの参加 

・ＣＩＯによる現状の検証及び研修② 

 

１２月 ・遠隔授業（教科・科目充実型）の適切な運営に係る教員

向け研修② 

 

５年１月 ・ＣＯＲＥハイ構成校打合せ会（第４回・オンライン） 

・運営指導委員会（第２回）の開催 

 

２月 ・アンケート調査の実施 

・二次対策授業における遠隔授業システムの活用 

遠隔授業教室整備 

３月 ・今年度の実践検証及び報告のまとめ 

・報告会への参加 

遠隔授業教室整備 

 

 

管理機関による関係校訪問 

※該当校管理職、高校教育課による検証 

管理機関による関係校訪問 

※該当校管理職、高校教育課による検証 
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 実施体制 

〇 管理機関である宮崎県教育委員会において、高校教育課を中心に教育政策課及び教職員課が連携して、遠

隔授業実施に向けた体制構築の調整・協議及び研修支援等を進めていく。 

〇 外部有識者による運営指導委員会の設置により、実施体制の客観的な検証・評価を行うことで、ネットワ

ークの改善に資する。 

 

 

 取組概要 

中山間地域の小規模校における教科教育力を高めるとともに、多様な教科・科目の開設によって、生徒の興味

関心に応じた進路実現に対応することをねらいとし、「教科・科目充実型」の遠隔授業などＩＣＴを活用した連

携・協働に加えて、その実現に必要な学校間連携を行うための運営体制に関する取組を推進するため、次の３つ

の項目について、重点的に検証する。 

 

① 専門性の高い教員の配置が難しい中山間地域の小規模校における多様な科目の開設 

 ② 学校間連携の遠隔授業における適正な教職員配置や校時程・教育課程の統一に必要な体制の構築 

 ③ 遠隔による習熟度別授業等を活用した個別最適な学びの実現 
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 遠隔授業実施表 

配信拠点 受信校 教科名 科目 開設 

学年 

配信校 

生徒の 

有無 

遠隔授業 

実施理由 

試行・本格 

実施の別

（R4・R5） 

受信側の 

配置体制 

遠隔授業 

実施回数 

/全授業 

延岡高校 高千穂高校 理科 物理基礎 

物理 

２ 無 専門性の 

高い指導 

R4 

本格実施 

 

R5 

本格実施 

R4 

理科教諭 

実習助手 

R5 

実習助手 

93/95 

宮崎南高校 福島高校 理科 科学と人間

生活 

２ 無 専門性の 

高い指導 

R4 

本格実施 

R5 

本格実施 

R4 

理科教諭 

R5 

地理歴史

教諭 

58/60 

 

 取組内容 

【延岡高校→高千穂高校】 

 ・黒板を利用した通常型の授業スタイルで実施する（授業前半は講義、後半は演習の流れ）。 

 ・演習問題については、生徒は自身の解答用紙を書画カメラに投影し、添削を受ける。 

 

 〇 県北ネットワークでの遠隔授業（物理）の様子をまとめた 

   動画クリップ   

https://youtu.be/35zg6JEhEtU 

 

 

（受信校側ＩＣＴ機器構成） 

※ネットワーク速度 

７７．５Mbps（ダウンロード）  １．２３Mbps（アップロード） 
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（受信校側 ICT環境） 

 

（配信校側 ICT機器構成） 

 ※ネットワーク速度 

    ２７.３Mbps（ダウンロード）  ２１.７Mbps（アップロード） 
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（配信校側 ICT環境） 

 

（受信校側の遠隔授業の様子） 
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（配信校側の遠隔授業の様子） 
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（高千穂高校：受信生徒アンケート結果） 

 

教室環境やタブレット操作について 

  質問１ 大型ディスプレイやタブレットに表示される映像や資料は見やすかったですか。 

  質問２ 配信する先生の音声は基本的に聞き取りやすかったですか。 

  質問３ 配信する先生からの問いかけに対する回答はしやすかったですか。 

  質問４ タブレット端末を活用する授業で、授業中の端末操作はスムーズに行うことができましたか。 

 

授業について 

  質問１ 通常の授業と同じくらい（またはそれ以上に）、授業内容を理解できましたか。 

  質問２ 通常の授業と同じような意欲で授業に参加することができましたか。 

  質問３ 通常の授業と同じくらい（またはそれ以上に）、自分の考えを表現したり、他の生徒と意見を共有し

たりする活動がありましたか。 

  質問４ ほかの教科・科目でも遠隔授業を受けてみたいと思いますか。 

  質問５ ほかの学校の生徒と一緒になって遠隔授業を受けてみたいと思いますか。 
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【宮崎南高校→福島高校】 

 ・パワーポイント等の ICTツールを使用した提示型の授業スタイルで実施する。 

 ・Google Workspace（Classroom、Jam board）など、生徒所有の１人１台端末を活用する。 

 ・「科学と人間生活」の単元に応じて、化学、生物、物理を専門とする教諭が配信を担当する。 

 

（遠隔授業振り返り: 宮崎南高校の発表スライドより抜粋） 
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（福島高校：受信生徒アンケート結果） 

 

教室環境やタブレット操作について 

  質問１ 大型ディスプレイやタブレットに表示される映像や資料は見やすかったですか。 

  質問２ 配信する先生の音声は基本的に聞き取りやすかったですか。 

  質問３ 配信する先生からの問いかけに対する回答はしやすかったですか。 

  質問４ タブレット端末を活用する授業で、授業中の端末操作はスムーズに行うことができましたか。 

 

 

授業について 

  質問１ 通常の授業と同じくらい（またはそれ以上に）、授業内容を理解できましたか。 

  質問２ 通常の授業と同じような意欲で授業に参加することができましたか。 

  質問３ 通常の授業と同じくらい（またはそれ以上に）、自分の考えを表現したり、他の生徒と意見を共有し

たりする活動がありましたか。 

  質問４ ほかの教科・科目でも遠隔授業を受けてみたいと思いますか。 

  質問５ ほかの学校の生徒と一緒になって遠隔授業を受けてみたいと思いますか。 

 



14 

 

 考察 

1.2．本事業を通して明らかにしたい事項① 

遠隔授業を実施することで、専門性の高い教員の配置が難しい中山間地域の小規模校における多様な科目の

開設がどのくらい可能となるか。 

 令和５年度は情報、美術について本格実施となる予定である。特に、美術について、２・３年次の美術Ⅱの

開講に向けた検討を継続して行っていく。 

 加えて、配信側と受信側両方で、適切な授業配信に向けた機器の設置に関する実践検証ならびにＩＣＴを活

用した授業づくりを専門とするＣＩＯによる学校訪問を実施し、県内への今後の展開を見据えて、遠隔授業に

おける実施ポイントの整理を行った。 

 （主な整理） 

・概ね遠隔授業は成立するが、音声は聞こえるが、映像が確認できない状態になるなど、ネットワークのト 

ラブルが生じた際に対応できる職員のスキルが必要である。 

・説明の時間が多くなる授業では、受信側の生徒の表情がつぶさに見てとれないため、個人端末活用、カメ 

ラ配置、説明方法やスライド提示の工夫が必要である。 

・受信校で授業に立ち会う教員が行う生徒への声かけや見取りを丁寧に行うことで、遠隔授業を受ける生徒 

の安心感を醸成できる。また、配信校・受信校の教員が密に連絡を取り合い、双方の役割を理解するとと 

もに、尊重し合うことが、遠隔授業を効果的に実施する上でのポイントである。 

 

1.2．本事業を通して明らかにしたい事項② 

学校間連携による遠隔授業実施に向け、適正な教職員配置や校時程・教育課程統一などの体制構築が可能か。 

【校時等の検証】  

令和４年４月当初に県北ネットワーク（高千穂高校－延岡高校間３単位）、県南ネットワーク（福島高校－宮

崎南高校間２単位）で実際に時間割作成の作業に着手する中で、構成校４校から以下の課題が挙げられた。 

（共通）他教科の非常勤講師に係る時間割の制限がある。また、校時程・教育課程を揃えるためには、各学校 

の特色や魅力化のビジョンについて、事前に目線合わせを行う必要があり、現実的には困難である。 

（配信校）受信校側との校時程が一致しないため、配信側の教員に２校時分の空き時間を設定することによる 

時間割の制限がある。 

（高千穂高校）「地域みらい留学３６５」の生徒に係る必修科目履修のための時間割の制限がある。 

（福島高校）連携型中高一貫校である串間中学校との交流授業による時間割の制限がある。 

 

【受信校と配信校の教育課程の検証】 

 受信校と配信校で同時展開の遠隔授業実施の計画は立てていないが、長崎県の地理歴史の公開授業を参観し、

本県でも課題となっている地理歴史の科目開講については運用可能か、管理機関において研究を進めている。 

 

【教職員の配置に係る課題の検証】 

 遠隔授業に係る継続的な教職員の配置は、現時点では本県の教職員の配置の規定上できないため、非常勤講

師の配置等により検証を行っている。令和６年度以降の運用を見据えて、継続的な教職員の配置について教職

員課との協議を行いながら、次年度以降も検証を進める。 

 

1.2．本事業を通して明らかにしたい事項②  

遠隔授業を実施することで、習熟度別授業等を活用した個別最適な学びをどのように実現できるか。 

 令和５年度の本格的な遠隔授業の実施に向けて、次のような検討を行った。 
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【放課後講座】 

 （検討すべき課題） 

・受講を希望する生徒をどのように集約するか。 

・配信による講座として適切な教科科目は何か。 

・生徒のニーズ把握、講座受講費の負担をどうするか。 

・どの教室にどのような機器及び人員を配置するか。 

（検証・検討の結果） 

   ・配信講座は、受講者確保や配信における機器の設定等の観点から、国数英のいずれかで実施することが

望ましい。 

・受信校の生徒の学力層は様々であるため、受講のニーズに対応した講座を幅広く開設する必要がある。 

   ・配信校の放課後講座を共に受講するためには、受信側の生徒にも費用負担が必要である。 

   ・放課後講座は時間割の制約が少ないことから、遠隔授業のノウハウを事業終了後も県内全域で活用する

ための１つの方策として有効であるため、引き続き研究に取り組んでいきたい。 

【大学入試に係る特編授業等】 

  （検討すべき課題） 

  ・生徒の進路希望を踏まえて、配信による講座として適切な教科科目は何か。 

  ・複数学校間の時間割の調整が可能であるか。 

  （検証・検討の結果） 

   ・今年度既に実施している物理において、配信側の教員と受信側の教員の関係性が形成されていること 

から、試行的に遠隔による特編授業を実施した。 

  ・受信校の生徒におけるニーズと配信される授業の受験校レベルが異なることが課題である。 

・二次試験対策特別編成授業の時間割を再度揃える必要があり、同時展開は困難であった。 

・一方で、本県では各学校で様々な特編授業を独自に設定しており、今後は遠隔授業のノウハウを活用 

して、複数校間で同時双方向型の遠隔授業を実施することによって、県内の生徒の多様なニーズに応 

じた学習支援が実現できると考えられるため、引き続き研究に取り組んでいきたい。 

 

 目標設定シートに対応した成果と課題 

１．本構想において、実現する成果目標の設定（アウトカム） 

（１）学びの基礎診断等により把握する生徒の学力の定着・向上の状況 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  １８０．０ １８０．０ １８３．０ 

実績値 １７９．８ １７６．４ １４９．６  

測定方法及び指標 受信校における基礎力診断テスト（国数英３教科）の学年平均点 

（考察） 

 延岡高校、宮崎南高校から専門性の高い授業を受けることで他教科への相乗効果が期待されたが、令和

４年度の実施が１科目だったこともあり、その効果は見いだせていない。 

 

（２）免許外教科担任制度の活用件数 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  ０ ０ ２ 

実績値 ０ ０ ０  

構成校の数 ６ 
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  （考察） 

   令和５年度において免許外教科担任制度を活用するため、今年度時点では検証ができていない。 

 

 コンソーシアム構築による教育の高度化・多様化に関する取組 

 調査計画 

月 実施内容 

令和４年 ４月 第１回構成校合同担当者会 

コンソーシアム全体会議（高千穂高校） 

T-Labo通信費補助（高千穂高校）通年 

スマートレクチャーコレクションに対する資金援助（高千穂高校）通年 

B―JETカフェ（高千穂高校）通年 

経営情報科起業活動（高千穂高校）通年 

生産流通科地域企業との連携（高千穂高校）通年 

地元企業との商品開発（福島高校）～１０月 

５月 高千穂高校ヒアリング調査 

第２回構成校合同担当者会 

６月 魅力向上推進委員会事務局会（高千穂高校） 

魅力向上推進委員会総会（高千穂高校） 

地域リーダーインタビュー（高千穂高校） 

７月 第１回運営指導委員会 

自治体支援によるオンライン塾開始（高千穂高校） 

８月 福島高校ヒアリング調査 

９月 高千穂プログラミングスクール（高千穂高校）～１２月 

「自分と地域を考える座談会」（高千穂高校） 

串間駅駅舎改築に伴う検討会への参加（福島高校） 

１０月 教育ＤＸ連絡協議会 

１１月 コンソーシアム全体会議（福島高校） 

地元企業を紹介する「未来発見探究会」（福島高校） 

ＣＩＯによる高千穂高校遠隔授業視察および指導・助言 

１２月 地域飲食店共同販売（高千穂高校） 

令和５年 １月 南阿蘇市企業生徒研修（高千穂高校） 

宮崎大学地域資源創成学部高千穂研修との連携（高千穂高校） 

２月 第２回運営指導委員会 

３月 地域連携研究会 

島根県教育庁との連絡会（宮崎県） 

アンケート実施 

商品開発（高千穂高校） 

地域協働に関するパネルディスカッション 
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 実施体制 

【学校名：宮崎県立高千穂高等学校（受信校）】 

機関名 機関名 

世界農業遺産高千穂郷・椎葉山地域活性化協議会・ 

人材育成プロジェクトチーム 

宮崎大学・世界農業遺産研究グループ 

宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校（地域協力校） 宮崎大学地域資源創成学部 

西臼杵三町による高千穂高校魅力向上推進委員会 高千穂町・日之影町・五ヶ瀬町 

 

 【学校名：宮崎県立福島高等学校（受信校）】 

機関名 機関名 

串間市 串間商工会議所 

南九州大学 宮崎産業経営大学経営学部 

宮崎大学地域資源創成学部 宮崎学園短期大学 

 

 取組概要 

① 県北コンソーシアム（高千穂高等学校） 

高千穂高校ではコミュニティ・スクールとして地域課題解決学習モデルの研究を行ってきた。これまでに「地

域の輝きを知り、地域を照らす人材の育成を目指して～高千穂の魅力発信と特色を活かした町づくり～」を研究

テーマとし、このテーマの下、幼・小・中・高校連携による豊かな人間性と高い教養を持ち合わせ、将来の高千

穂町を担う人材の育成のための「未来を担う『高千穂人』育成プロジェクト」に取り組んでいる。この取組の中

で、世界農業遺産を活用したブランド化プロジェクト（世界農業遺産〔GIAHS〕アカデミー、観光案内ボランテ

ィア、観光パンフレット作成等）など、具体的な活動が見られる。その活動に際し、地元自治体や地元企業との

つながりがある。 

このような活動実績にもかかわらず、当該高校の教育力が地域に正しく理解されてこなかった背景には、地域

と連携･協働した教育活動の推進と、高校の魅力化がうまく連動していないことが考えられる。 

そこで、今後の取組としては、まず地域との連携・協働推進の核となるべき高千穂高校の学校運営協議会にお

いて、学校と地域による「対話」「熟議」を実現し、学校の教育活動と地域が期待する教育活動にすりあわせてい

けるような会の運営の在り方について、学校と管理機関にて研究を図る。 

また、自治体におけるコーディネーターが配置されていることから、コーディネーターとの連携をさらに強化

し、自治体と協働した夕講座の無償実施、産業界などと連携した総合的な探究の時間における取組など、教育の

高度化・多様化に向けた取組をいかに効果的にアナウンスしていくかについて具体的な協議を行って、地域の高

校としての魅力を広めていきたい。 

 

② 県南コンソーシアム（福島高等学校） 

福島高校もまた、これまでコミュニティ・スクールとして地域解決学習モデルの研究に取り組んできている。

特に県内唯一の中高一貫教育として「くしま学」を設定し、地域に誇りを持ち、地域に貢献する意識を持った人

材の育成を目指した関係機関と連携したビジネス・マッチングを進めて、地元への就職を推進してきた。研究テ

ーマは「『しあわせで、住みよい、豊かな串間の創造』に向けた高校生のまちづくり参画と協働体制の確立」であ

り、地域協働による防災活動や地域課題解決のアイデア提案（熱中症予防ドリンク開発、ウォーキングマップ作

製、廃校カフェ企画、地域にやさしい発電等）を行ってきた。 

このような活動実績にもかかわらず、当該高校の教育力が地域に正しく理解されてこなかった背景には、地域

と連携･協働した教育活動の推進と、高校の魅力化がうまく連動していないことが考えられる。 
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そこで、今後の取組としては、まずコミュニティ・スクールとしての利点を最大限に活かすため、高千穂高校

と同様に地域との連携・協働推進の核となるべき学校運営協議会において、学校と地域による「対話」「熟議」を

実現し、学校の教育活動と地域が期待する教育活動を共有できる運営の在り方について、学校と管理機関にて研

究を図る。 

また、地域との連携・協働の推進状況を、どのようにアナウンスするかについては、現在、取組が見られるＳ

ＮＳの活用や自治体との連携等も含め、大学との協働など教育の高度化・多様化に向けた実践とも連動させなが

ら具体的な検討を進めていく。 

 

③ 試行としての「総合的な探究の時間」の遠隔授業（合同授業型）の実施 

地域に根ざした探究的な学びを進めるにあたり、各学校が学校外の教育資源を活用し、探究的な学びなどによ

る教育の高度化・多様化に関する取組を進めるにあたり、さらに相互のコンソーシアムにおける教育資源を活か

すことや、自分たちの地域の教育資源を客観視することをねらいとして、ネットワークを活用した遠隔授業によ

る「総合的な探究の時間」の実施を図っていく。 

 

④ 地域社会に根ざした高等学校と地域の連携研究会 

高千穂高校では１学年全学科、２・３年普通科において西臼杵（ＧＩＡＨＳ地域）の強みを活かした町づくり

探究学習（総合的な探究の時間）が地域協働により充実している。内容としては１学年で高千穂高校をとりまく

ＧＩＡＨＳ地域を対象とし探究学習方法を学び、本格的な協働を支援することで地域理解を促す。２学年では地

域または自己の進路に関わる領域を対象に、探究的な学びを実践し、地域活性化活動に関し支援を行っている。 

福島高校では地域や社会に貢献する人材の育成をモットーに「地域創生学」という学校設定科目のもと探究活

動が行われている。探究科学コースでは「医療」、「まちづくり」など、生徒が興味のある分野に分かれ、串間市

の課題の解決案を提案、総合進学・情報ビジネスコースでは「食」をメインテーマとし、地域資源を活かした商

品開発に取り組んでいる。 

このような総合的な探究の時間や学校設定科目における学習成果を、協議・検証する機会の設定をねらいとし

て、関係各校を中心とした発表会を実施する。 

また、この発表会を通して、学校と各コンソーシアムの関係機関との役割や関係性を再確認することにつなげ

たり、それぞれの地域が持つ魅力の見直しにつなげたりすることを目指す。また、各校の教育実践の魅力を地域

の内外へより良く理解してもらうよう、情報発信することを目指す。 

 

 地域と協働した取組実績 

【高千穂高校】 

４月 地域事業所と連携して生徒と海外英語話者（大学生等）をＩＣＴで接続。生徒の英作文のリアルタイム

添削学習や、Ｚｏｏｍ（遠隔）による英語でのトークセッションを実施（通年） 

４月 宮崎大学の「B-JETプログラム（バングラデシュＩＴエンジニアプログラム）」に参加するバングラデ

シュの大学生と英語や日本語でコミュニケーションを通年で行う。また双方の地元（高千穂とバングラ

デシュ）を紹介する動画を製作。 

４月 町役場及び企業と連携し事業の発案を行う。また、資金調達を目的にフリーマーケットを検討、地域か

ら商品となる物品の寄付を受け付け、「がまだせ市場」にて実施。 

４月 高千穂町内の菓子店と開発した、「高千穂高校生産釜炒り茶入りのフィナンシェ」販売。 

９月 経営情報科授業「広告と販売促進」の一環として、高千穂に拠点を置く IT 企業によるプログラミング

教室を実施 

９月 地域おこし協力隊の仕事理解、西臼杵を舞台にしたイベントのアイデア出し（五ヶ瀬町町おこし協力隊・
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西川倫立氏） 

１２月 経営情報科・情報ソリューション科が地域飲食店と「高千穂バーガー」３種類を企画・販売 

１月 地域活性化の課題として、「高千穂高校魅力向上の取組」についての大学生と高校生とのワークショッ

プを実施。 

３月 構成校管理職の他、県内他校管理職を対象とした地域連携研究会を実施。講師として一般財団法人 こ

ゆ地域づくり推進機構 専門官 中山隆氏を招き、高等学校と地域が連携することに関する講話をいた

だいた。また、高千穂高校と福島高校生徒の地域探究成果発表も行い、成果を報告。 

３月 経営情報科・情報ソリューション科が地域飲食店と共同で商品を開発。パッケージと広告を製作・実施。 

３月 高千穂郷・椎葉山地域の小中学校、高等学校において地域協働学習を担当する教員を対象に、地域課題

の発見・解決型学習（主に総合的な探究の時間）の成果と展望に関するパネルディスカッションを実施。 

 

【福島高校】 

4月 学校設定教科「地域創生学」にて、地元企業との商品開発（～１０月） 

4月 学校設定教科「地域創生探究」にて、課題研究を実施（通年） 

4月 海外へ物資（子供服、学用品など）を送る取組を計画及び実施（～１２月） 

7月 MSECフォーラムで課題研究の成果発表及び参加 

8月 小学校でのサマースクールへの参加 

9月 串間駅駅舎改築に伴う検討会への参加（～３月） 

１０月 防災に関する学習（避難所運営など）の実施（～３月） 

１０月 「串間市再発見（Discover KUSIMA）」の実施 

１１月 コンソーシアム全体会議「福島高校を育てる市民の会」の実施 

１１月 「キャンドルナイトくしま」への運営ボランティア参加 

１１月 地元企業を紹介する「未来発見探究会」の実施 

２月 吉松邸ひなまつりの会場設営場ボランティア参加 

 

 取組内容 

（コンソーシアム振り返り: 高千穂高校の発表スライドより抜粋） 
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（コンソーシアム振り返り: 福島高校の発表スライドより抜粋） 
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 考察 

1.2．本事業を通して明らかにしたい事項④ 

学校と地域、学校間が連携・協働することで、中山間地域小規模高校の魅力化がどのように実現できるか。 

コンソーシアムを構築している高千穂高校、福島高校の生徒に対するアンケートの結果をもとにした考察は、

下記のとおりである。 

 

【質問１】地域との協働による授業について、学習内容に満足している。 
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（考察１）高千穂高校は１年次、福島高校は１・２年次に地域との協働に関する授業を行っているため、それぞ

れ割合が高くなっている。しかし、福島高校の２学年はそれでも半数程度の生徒しか「あてはまる」と回答して

いないため、学習内容の精選を行う必要がある。 

 

【質問２】自分が通っている学校について、学外の人や組織に参画していただき、教わったりサポートを受けた

りする授業が導入されている点が魅力だと思いますか。 
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（考察２）高千穂高校は１年次、福島高校は１・２年次に地域との協働に関する授業を行っているが、それ以外

の学年でも７割程度の値となっている。それぞれの学校の在籍生徒にとっては、自身の学校が「地域から何らか

の恩恵を受けている」という特徴を認識していると考えられる。 

 

【質問３】将来、自分の住んでいる地域のために、役に立ちたいと考えている。 
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（考察３）高千穂高校は７割程度、福島高校は８割程度とともに高い値となった。両校の生徒とも幼い頃から地

域の学習に触れる機会が多く、高校でも引き続き行われているため、ふるさとへの思い入れが強いと考えられる。 

 

また、コンソーシアム構築に関する取組を通して得られた成果と課題は、以下のとおりである。 

 

【コンソーシアムの体制について】 

  各校において、地域に根ざしたテーマを設定した課題研究が行われている。そこでは地域人材や商工会議所

の協力は充分に得られていることが明らかになった。一方で、コンソーシアム体制にある地元国立大学や私立

大学の協力を得た課題研究が多くは見られなかった。 

 

【コンソーシアムの運営について】 

  福島高校では学校が主導したコンソーシアム運営になっており、自治体が積極的に高校と関わり、支援する

ような状況であるとは言えない。今後、さらに協議を充実させて学校と自治体の双方からアプローチできる体

制づくりが必要である。 

 

【コンソーシアムを通じた教育課程内の取組について】 

  高千穂高校の総合的な探究の時間では多くの班に対して、外部からの指導・助言機会を複数回設定しており、

生徒の探究活動内容が充実し、生徒自身の自己有用感が上がっている。 

 

【コンソーシアムを通じた教育課程外の取組】 

  高千穂高校においては、オンライン学習塾の導入により、予備校のない当地域で、経済的負担を抑えつつ学

習機会を提供し、生徒の学力保障に寄与している。 

 

【持続化のための資源獲得について】 

  高千穂高校については自治体がコーディネーターを雇用し、常勤職員として職員室内に座席を設けている。

さらに校務分掌「魅力化推進部」の一員となり、週１回の部会に必ず参加している。 

 

【設置者である都道府県教委の役割について】 

  コンソーシアムの運営状況について確認や助言を行うとともに、関係自治体や地域企業との連携が進展する

よう、関係機関等への訪問等により理解を得ながら学校とつないでいる。さらに例えば高千穂高校にキャリア

教育支援教員として１名配置することで、学校全体のキャリア教育計画や総合的な探究の時間を体系的に実施

することができている。 

 

 目標設定シートに対応した成果と課題 

  成果目標①：自分の住んでいる市町村など、ふるさとが好きである 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  ８８％ ９０％ ９２％ 

実績値 ８６．６％ ８３．８％ ８０．４％  

目標設定 

の考え方 

 本県において毎年実施している「みやざきの教育に関する調査」と同項目により実績値

の比較をすることで成果の検証を行う。 

（実績は県内高校２年生の「とてもあてはまる」「ある程度あてはまる」の実績値） 
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成果目標②：将来ふるさとへ貢献しようとする考えをもって進路選択を行っている 

 ２年度（実績） ３年度 ４年度 ５年度 

目標値  ５５％ ５８％ ６０％ 

実績値 ４８．７％ ５３．４％ ５０．０％  

目標設定 

の考え方 

本県において毎年実施している「みやざきの教育に関する調査」と同項目により実績値の

比較をすることで成果の検証を行う。 

（実績の県内高校２年生の「とてもあてはまる」「ある程度あてはまる」の実績値） 

 

成果目標①②は県全体の数値である。「3.5 考察」のデータが示すとおり、中山間地域の高千穂高校、福島

高校の値は県平均を上回ることが想定される。コンソーシアムの取組が在校生に好影響を与えていることは明

らかであり、この成果は地域住民にも届いていると考えられる。このことにも関わらず、地元中学校からの進

学率が伸び悩んでいる事実は、学力の高い都市部の学校への憧れや中山間地域の高校に求められる学習指導内

容に起因しているものと考えられる。 

 

 まとめ 

【目的の達成状況】 

（中山間地域の小規模校における魅力を最大化させること） 

 受信校の生徒において、遠隔授業とコンソーシアムの取組については概ね満足している。特にコンソーシア

ムについては、両校ともに十分魅力的なものになっている。しかし、遠隔授業については、まだ本格実施１年

目であり、受講生徒も多くはないため、検証材料としてはまだ少ない状況である。 

（中山間地域における教科教育力の向上） 

  今年度実施した理科については、特に高千穂高校の物理の満足度は高い。しかし、この取組の教科数が少な

すぎるため、教科教育力が向上しているとは言い切れない。 

（多様な学力層の生徒に対する進路実現への対応） 

  ３年目に福島高校で実施する習熟度授業において、教員・生徒双方の満足度などから今後検証していく。 

（生徒の興味関心に応じた科目の開設） 

  ３年目に福島高校で実施する美術について、生徒の進路志望状況や学校のカリキュラム構築など、総合的に

判断し、今後検証していく。 

（地域と学校が地域課題等に一体的に取り組む連携・協働体制の構築） 

  現在、コンソーシアムを構築している両校では十分に協働体制は構築できている。今後は地域住民や地元中

学生にさらにその取組を周知させる。 

 

【今後の展望】 

遠隔授業については、３年目に複数校からの配信によって、受信校の教科教育力向上、多様な進路への対応、

個別最適な学びの実現などが実現できるかを検証していく。しかし、配信校の負担が大きいことや校時程の問

題などから推測すると学校間での遠隔授業は現実的ではないことが想定される。そのため、今後は配信センタ

ーからの遠隔授業を中心に考える必要がある。幸い宮崎県には１学年２クラス以下の学校はまだ存在しないた

め、今後長期的な視点で検討を重ねていく。 

コンソーシアムについては、各中山間地域の高校においては自治体と強く連携した協働体制が形成されつつ

ある。今後はコンソーシアム同士の協働も見据え、県としてサポートすることを考えたい。 
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 次年度に向けた計画概要 

 明らかにしたい事項 

【遠隔授業】 

 ・複数校間における遠隔授業の実施の可能性について 

・芸術科目における遠隔授業の可能性について 

・受信、配信側両方に生徒がいる状況での遠隔授業の可能性について 

・ネットワーク環境の日常的な安定性についての確認について 

・大人数にて１人１台端末を利用した際に生じるネットワーク障害の具体的な検証について 

・特に情報・美術における具体的な遠隔授業の指導法及び評価方法について 

・理科の実験に係る教授法について 

・該当教科以外の職員の立ち会いでも円滑に授業が展開できるかについて 

・配信教員との事前事後の連携体制の有効な在り方について 

・専門性の高い授業を受けたことによる進路先や将来に向けたキャリア形成に変容がみられたかの検証 

 

【コンソーシアム】 

 ・地元小中学校との体制構築の必要性について 

・地元自治体が運営の主軸となる組織づくりについて 

・コーディネーターを仲介した地元中学校や地域住民と連携した取組を行う中で、総合的な探究の時間の学び

の成果などを広める取組について 

・オンライン学習塾の活用状況調査と教育課程との連携の取組について 

・自治体職員の学校への出向やコーディネーター雇用による持続可能な組織づくりについて 

・新たにキャリア教育支援教員を配置することによる、総合的な探究の時間やキャリア教育への貢献について 

 

 重点的に取組む取組 

【遠隔授業】 

（遠隔授業を行う運営体制について） 

これまで１校対１校体制だったものをより効果的で実現可能な複数校体制に変更する改善を行った。その場

合の運営体制がうまく機能できるか、また、実技科目である美術の遠隔授業を実施する上で生じる課題に対応

する支援体制を運営指導委員などと構築していく。 

（教育課程の共通化） 

現在、本県では教育課程の共通化を図る遠隔授業体制ではない。今後、令和６年度以降を見据えて、複数校

合同でのカリキュラム・マネジメントの協議の場を設定する必要がある。 

（遠隔授業に必要なＩＣＴ環境について） 

今年度、宮崎南高校における通信状況確認では、１学年全員（３６０名程度）が同時に１人１台端末を利用

することが困難であることが検証されたため、環境アセスメント調査を実施した。このことから、本県の高校

における通信環境整備と並行して取り組む。 

（授業づくり・生徒の見取り・評価について） 

 情報・美術においては、具体的な遠隔授業の指導法及び評価方法について今後さらに検証が必要である。例 

えば、美術では生徒の作品を教員が直接見ることができない。画面越しに作品を見て評価することが可能なの 

か、そのための環境をどのように設定するかについて等の検証を行う。 

 また、理科においては受信側と配信側の実験教材を揃えることが困難なため、実験が実施できないという検 

証が得られたが、この課題を解決する方法についてはまだ方法が確立できていない。他の実践報告等を研究し、 
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改善方法について担当教諭と検討するとともに、ＣＩＯや運営指導委員にも助言を得たい。 

（受信校で授業に立ち会う者の資質や役割について） 

次年度は情報、美術については非常勤講師を配置するなど該当教科以外の教員の立ち会いのもと遠隔授業を

実施することになるため、今年度とは異なり、状況をこまめに把握しながら検証することが必要となる。 

（遠隔授業を受けた生徒の評価や変容について） 

 専門性の高い授業を受けた生徒の進路先やキャリア形成の変容が検証できるようなアンケートの実施を行 

う必要がある。 

 

【コンソーシアム】 

（コンソーシアムの体制について） 

中山間地域では小中高校が一体となって地域づくりの核となっていくことが求められていく。コンソーシア

ム会議に小中学校の校長および担当職員を参集し、縦の接続を意識した取組を検討する必要がある。 

（コンソーシアムの運営について） 

福島高校においては、学校の高い熱量に対する地元自治体との温度差を縮める必要がある。自治体には部署 

が複数あり、様々な角度から学校への支援体制を構築できる可能性があるため、管理機関である県教委も積極

的に関わり、地元自治体も運営の主軸となる組織づくりを目指す。 

（コンソーシアムを通じた教育課程内の取組について） 

高千穂高校、福島高校ともに管内の中学校からの進学率が思うように伸びない現状が続いていることから、 

学びの成果が地域住民や地元中学校に届いていないことが想定される。そのため、コーディネーターの仲介に

よる地元中学校や地域住民と連携した取組を行う中で、総合的な探究の時間の学びの成果などを広めることを

目指す。 

（コンソーシアムを通じた教育課程外の取組について） 

オンライン学習塾が導入され高い成果を得ているが、各教科の年間指導計画を共有するなど、学校とオンラ

イン学習塾が一体となることで、生徒への学力向上効果をさらに高めることが期待できるため、オンライン学

習塾の活用状況調査と教育課程との連携の取組を目指す。 

（持続化のための資源獲得について） 

高千穂高校やえびの市唯一の高校である飯野高校においてコーディネーターを配置することで、地域連携が

効果的に進んでいることから、福島高校においても自治体職員の学校への出向やコーディネーター雇用による

持続可能な組織づくりを目指して県教委と地元自治体にて研究を行う。 

（設置者である都道府県教委の役割について） 

コンソーシアム構築にあたり、担当職員の負担が課題としてあげられる。担当職員の負担軽減をはかるため、

福島高校において新たにキャリア教育支援教員を配置し、当該教員が対外的な対応を行うことによる効果につ

いて検証する。 

 

 実施体制 

基本的に 3.2で示した体制と同様であるが、自治体や関係大学との連携強化に向け、各校で開催される学校運

営協議会や中高連携協議会へ参加し、協力を呼びかけるなど管理機関として関係機関への働きかけが必要である。 

 


